
海外だ よ り

_真木 (シカ亘大)より線庶(京大)へ

10月 5日

長 らく御無沙汰 い拝 しましたoこちら もい よい よ新学期が始 ま･るところです .

少 しおそ弓 な りましたが, 8月 28日29日のClevelandConference の

様 子等を▲かいてみます ｡ もう一 月以上 ･になるので印象にL残ってい るものだけで

が まん-レて下 さい.

理 論では P.ヱぬrcusが計算機を用いて 揖 nzbur計-Lalldauequa+uion

の解を 応>1,i の とき求めた話をしましたo AbrildOSOV Sもricture の計算
をす るのfJですが,周期的な解を求 めるか･fjりに.二次元的なequivalent

cellに分割して､一 つの ｡ellの問題に LJ, Cellをさらに circleでお き

か えて 解 くのですO こ うす るとE-～ 1のあた りでは 員clでの相転移の次数は一

次 になるとの ことですo:-Fi-cZの近 くではFreeenergyが Rigorou-Sな

Autier , R)th,K1年inerの値 よ り小 さ くなるのであま りいい近似で はな

い ようです.次にdeG‥ennesは例の 鴇 主を iinearlized.揖 71Ziburg-

Landau-equation を用いて求 める話をL,ました. またSurfaceを旭の

皿etal(mop-super)で coaもingLに とき iiC2の値が どのように下 るか とい

う計算な ど､ あ る意味でColgaもeConferenceでの話の五Ⅹten-sionといっ

て いいでしょうO さらにDirtylimitではiinearli21edCT一Leqlユation

に 関す る限 り任意 の温度 に一般化で きること､ とくに IAl2 が小 さい時に は,

state densityが簡単に求 まることな ど話しましたo

それからgeneralG-L equaもionについてのぼ くの仕 事 をWerも‡迫mer

が非常 に整理 して話 して くれましたoDirty Superに関す る限 tj､実 験では

かな り低温 まで,Abrikosov Structureが一つ のparaⅡ】eter E間 でかけ

ることを示 してい るようなので､いろいろ理論と実験 との間の inconsistency

についての議論が あ りま した｡短論 としては-4花≒ I,I_二の測定は非常 にむつ

方>しいのでd.efiniteな こ とはいえない とい うよ うでしたO

実験につ いてはそれほ ど新 しいことはあ りませんが､ De串rboが､

superconductorの中 にfluxlineが侵入す る様子をPOlari21edーlight
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を用いて とっ た皿OVieが印象的で したo Nbの合金 でannealした ものや COld

wor.kした ものでの ちがいが非常に明瞭で したo

LP9､について は多数 日本か ら来 た人 も参加 したので省略 します .

先適BellTelephoneLaboraもoriesに行 きましたO 最初の 日は実験家

に､ Dirty limi七 での generali2;ed(ユーLequation とその結果につ い て

の謡な どをしま したo Kimさんにはいろいろお世話に.Ti:つ たのです が､para一

ma群ユe七icimpuritiesを含ん だSuper､condu.ctorで 昆C2の daもaが あ る

と聞 いて･Kim さんの計算尺 とポ リ･ガンマ函数表 をや りて､夕食が終っ て

訂,ら少 し計算 しました｡ 磨いたことには､ ぼ くたち研究所を出たのは 10時半

頃 だっ たのに､研究所には皐が まだぎっ しりparkしていたこ とです ｡ その量

目はAnderson,WerthaIコer,flelfand.な どの理論家 と話をしま した｡

●

Andersonは 員clでの相転移の次数につ いての ideaを話 して くれ ましたO

問 題は flex のまわ りの fitr)のかたちなのですが､

i▽-12 )瑚 - 妄 ノーK〔Ⅹ-xJ〕躯 ])dx,

の よ うな致積分方程式の解は､Gが大 き い ときには､皿OdifiedBessel 函

数 で表 され､ a)の よ うに な ります ｡ ところが､K(蕊-Ⅹ')にB,C,Sの

a)

Kernelを伺い ると左が

小 さい ときには b)の よ

うに或 るrの ところで符

号が changeす るとの こ

とです｡ この事実 はずつ

と以前Pippardが pene一

七ration deptb の実験

で見出していた ことだそ

うです｡従って もしこ の よ

うなnegative signの部分 ができれ ば､無限にはなれ ているfluxより､ あ

る特定 の GOnf■igurau on を と った方が energy約に favorableで､相転移

紘.一次 に な るだろうとのことで す o これ に関連してClevelana,conferr/enbe
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のP.ぬ rcusの話は信用 しない (次数に 関す る限 り) との ことで したo Eが ど

ん な値で､ 負の部分があ らわれ る刀)を決 めるや はむつか LJいそ うですo

at T-OoKの B.a.S_..Kernelを用い るとー-A-0-86の時 にはたしかに魚

の部分があ ることは示せ るそ うです ｡

次にKiinさんの実験の話, これ は未 だま と もな理論が ないの です が, Resis-

tivestate(flux floⅦstate)で笑に簡単 な実験結果が得 られた そ うで

:.or慧 …̀tMa崇 芸芸 t('pin-?=bi軍 rT; oShvesもateの抵抗 'pnl'i

0 _→ 員

1) prは鋸 こつ いてIinear

にな る. 緯にfiが小 さい時 に

も= O･3 温度 に よらず Pr/pn - iqA cP)

が成立す る｡

ち-0･6 2) prはWOrki･ngの様子

ち-0.8

七=Ur8
ち-0.6

も=0-3

に よらない｡す なわちDis-

1ocaもionや Surfaceの

効果 に関係 しない｡

との ことです｡ 最 も簡単に考

える と､-flilXが Loren七z

forGeのためにdrift L､

それ で電磁場をgenerate

L,てこれにnOrmalfluid

が coupleして dissipate

す るprocessですがこの計

算 ではVF/Cの小 さな factor

がかかつ て説 明で きませんO (実際ぼ くもKiⅡユさんの話を聞い た時上 の計算

をやっ たのですが､後か ら.他の人 もやっ てい ろ.と聞-きまL,た. )

Anderson もしば ら く考えてgiveupした との ことです. 理論家に とっ て

実 際ExCitingな問題だ と思 います.

そのほか鞄 olfや Ciossardな どに最近の実験の話 を聞 きました｡

後 でBellTelephoneLaboraもorieSの一年 間の予算 が $2xl08だ と簡
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きま したが､すぼ らしい実験設備 を もっていて.理論家を宜Ⅹciteす_るよ うな

実験が次 々出て来 るのは うらや ましい と思いました｡ ぼ くに とっ て もBell

TelephoneLaboraもoTiesの visitはすぼ らしい経験にな りましたo

BellTelephone＼の後RuもgersUniv.では恒藤 さんに合い ま した｡適 末は

の んび りNewYork見物で過 しました.

碓井先生や横田先生に もよろ しく｡ 真木 和実

P.S.fluxの運動についてですが､夏の学校 (菅平)でprivate に話 し

た ときにまちがっ たこ とを言ったので､ この機会に訂正 します｡

fluxの m'0tion が全 くhydrod_ynamicalに きまるときには flllXは

呈主Q甲の 互包jこ動きます. 力は fl甲 の方向に 底角に働 くわけですが, flo闇

の車での運動の方向は力の方向に底角にな るJJvPらです｡ 実験では fluXはむ し

ろ普通 flo野 中 直角方向に動いてい るようです o これ はfloⅦ staもeで もか

な り大 きなresistance(fluxn]otionに対 して) あることを示 しています｡

真木(シカゴ大)より群発(基研)-

1 O月 ュ9 日

徳 井先生

京都の方は その後 どうですか ?超流動のゼ ミで何か面白い ことはあ りますか ?

先適Bardeenの ところに行っ てきま した｡Tevgordtや･ソゲイエツ トか ら

来 てい るGaleikoに合いましたが､理論家の間ではGenerali乙edtiinz-

bargLanda-ユeq.を使っていろいろ計算 をや ることが流行(?)っ てい るよう

考です o

Bardeenの ところで も大学院の学生に T≪ qi30での boundary energy

の音卜算を亘 らせてい るそ うです.

先 日の 事故時か きま したvorもexmotionについてはやは りsimPleな

energy dissipaもionは flux a)/運動に よっ て induceされ'tC;8-㌦こよる』i=｢コ

quasiparticleグ観 乱によるとい うpiclureでよさそ うです ｡ 今 まで 理
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